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  ５月 31日と６月１日の両日、テキサス州ナカ

ドゥチェス市から２人の交換留学生が来校しま

した。ＡＬＴのパメラ先生と一緒に英語の授業

に参加したり、３年生の生徒と一緒に体育や理

科の授業を受けたりしました。 

 他国の生徒と一緒に過ごすことで、文化など

を学ぶことのできた一日となりました。 

 

【スクールカウンセラー来校予定（７月、９月）】 

 ７月９日（木）午後  ９月４日（金）午前 

※ ご希望の場合は学校にご連絡ください。 

ＨＰ，ブロ

グはこちら

から 

「頑張る」ということ 

  
先日、中学校総合体育大会の激励会において、出

場選手たちに贈った言葉があります。それは… 
「夢は登り続けた者だけがつかめる 

 山の頂にある」 
という言葉です。これは、私が教員になった時から、
言い続けている言葉です。 
 勘違いしないでほしいのは、「頑張れば夢はかな
う」という意味ではありません！ 
 頑張り続けていたら（登り続けていたら）、いつ
か、思っていた自分になれるということです。 
 「優勝」や「金賞」だけが目標ではないと思いま
すし、そうであったら…さみしくはないですか？ 
「どんなチームでありたいか」「どんな選手に（奏

者に）なりたいか」が大切ではないでしょうか。 
頑張り続けた者だけが、その目標にたどり続ける

のだと思います。 
 

 「一生懸命頑張っても、上手くいかないこと」、
あるいは、「適当に取り組んでも、すごく上手くい
くことがある」。 
 前者は「落ち込み…」、後者は「助かった～」と
感じます。でも、どちらもそれは「結果論」であり、
終わってみないとわからないことです。 
だから私は、「結果」ではなく、今まで努力して

きた「過程」を大切にしていきたいし、後悔しない
ように「自分が納得のいく自分となれる」ように計
算して、全力で突き進みたいと思うのです。 
負けたとしても、胸を張って今までの「頑張り」

を誇りと思ってください。そして、次の目標に向け
て「また、頑張ってほしい」と思います。 

            校長  丸山 英児 


